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名勝九年庵庭園整備工事測量設計業務委託仕様書 

 

第１章 総則 

第１条 本仕様書は、名勝九年庵庭園整備工事測量設計業務委託（以下「業務」という）に 

適用する。 

第２条 業務における事業主体は佐賀県であり、受託者は地域交流部文化・観光局文化課文 

化財保護・活用室（以下「佐賀県」という）の指示に基づいて業務を実施する。 

第３条 業務は名勝九年庵庭園内における整備工事の実施設計及びそれに伴う測量を行う業

務であり、修理・復旧を要する庭園構成物に対する整備工事設計の検討・立案を目

的とする。 

第４条 受託者は、対象地の全域が国名勝の指定範囲であることに留意するとともに、作業

にあたり庭園の構成要素である樹木・飛石・石造物及び建築物等の損傷がないよう

十分に配慮すること。 

第５条 本仕様書に定めていない事項については、佐賀県と協議し定める。 

第６条 受託者は、契約締結後速やかに佐賀県と協議の上業務に着手するものとし、業務が

完了した場合、速やかに所定の報告書及び成果品を提出し、佐賀県の検査を受ける

こと。 

第７条 業務の実施にあたっては、本仕様書の他、次に列挙する各法令・基準等を遵守し、

かつ佐賀県の監督員の指示に基づいて行うこと。ただし、文化財保護法に基づく諸

手続きは、佐賀県が行う。 

（１）文化財保護法 

（２）労働基準法・労働安全衛生法をはじめとする労働関連法令 

（３）測量法 

（４）測量法に基づく作業規程の準則 

（５）設計・調査・測量業務共通仕様書（令和５年１０月 佐賀県県土整備部） 

（６）「史跡整備のてびき」（文化庁文化財部記念物課監修 2004） 

第８条 受託者は、文化財調査上必要と思われる事項について特に留意し、成果品の向上に

努めるものとする。 

 

第２章 基本事項 

第９条 業務を開始するにあたっては、佐賀県と受託者で十分に打合せを行い、業務開始前 

に着手届・工程表を速やかに提出すること。 

第 10 条 測量作業にあたっては、監督員が現地で適宜確認することとし、必要に応じてその

場で調整を行うこと。また、計画変更等重要な事項については、業務打合協議簿を

作成し提出すること。 

第 11 条 業務の遂行に際し、関係官公庁及びその他の関係機関への届出等の法的手続きが必

要な場合は、受託者が責任をもって行うこと。また、その手続きに許可承諾条件等

がある場合は、これを遵守すること。 

第 12 条 受託者は、前条の諸手続きにおいて許可、承諾等を得たときは、その写しを監督員

に提出すること。 

（管理技術者） 

第 13 条 受託者は、契約図書に基づき業務における技術上の管理を行う管理技術者を予め定

めること。 

２ 管理技術者は、契約図書に基づき、業務の技術上の管理を行うものとする。 
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３ 管理技術者は、下記のいずれかに該当する者を配置すること。 

① 技術士（建設部門） 

② 国土交通省登録技術者資格（施設分野「地質・土質（上級土木技術者[地盤・

基礎]・１級土木技術者[地盤・基礎]）」または「都市公園等（ＲＣＣＭ[造

園]）」部門該当） 

③ シビルコンサルティングマネージャ（ＲＣＣＭ） 

④ 土木学会認定土木技術者（特別上級土木技術者、上級土木技術者若しくは１

級土木技術者） 

⑤ １級ないし２級の土木施工管理技士または造園施工管理技士 

⑥ ①から⑤と同等の能力と経験を有する技術者 

４ 管理技術者の交代の必要が生じた場合は、速やかに佐賀県に報告し承認を得ること。 

（監督員） 

第 14 条 佐賀県は業務に伴う管理技術者への指示、承諾又は協議を行う監督員を定め、受託

者へ通知するものとする。 

（再委託） 

第 15 条 受託者は、業務の全部又は一部を第三者に委託又は請け負わせてはならない。ただ

し、業務の一部の再委託について予め佐賀県の承諾を得た場合はこの限りではない。 

２ 業務の一部を再委託する際は、佐賀県内の業者の中から選定し委託するよう努める

こと。 

（安全管理） 

第 16 条 受託者は、業務遂行にあたり安全管理に十分な対策を講じて作業を行うものとする。 

２ 受託者は、業務に従事する作業者等の雇用者及び使用者として、労働基準法、労働

安全衛生法その他法令に定めるすべての責任を負わなければならない。 

３ 受託者は、災害防止のため必要があると認めたときは、臨機の措置をとらなければ

ならない。 

４ 業務の遂行中に生じた諸事故、又は受託者が注意義務を怠ったことにより第三者に

与えた損害については、受託者の責任において解決するものとし、その経緯は速や

かに佐賀県へ報告するものとする。ただし、その損害の発生が佐賀県の責に帰すべ

き理由により生じたものについては、佐賀県がこれを負担するものとし、その額は

双方で協議して定める。 

第 17 条 対象地は神社境内の隣接地であり、近隣に民家も所在するため、車両の通行・駐車、

公共道路上での作業時等にあたっては安全に十分注意すること。 

２ 対象地のうち、庭園内は常時施錠されているため、入場に際しては佐賀県へ予め通

知すること。佐賀県は通知に伴い管理人に連絡を行い、開錠について依頼する。 

 

第３章 作業概要 

第 18 条 本業務の作業概要は次のとおりである。 

（１）委託業務名 名勝九年庵庭園保存整備工事測量設計業務委託 

（２）業 務 場 所 神埼市神埼町的（名勝九年庵（旧伊丹氏別邸）庭園） 

（３）履 行 期 間 契約締結日～令和７年３月１４日 

（４）業 務 内 容 

【設計業務】 

①整備工事実施設計 

 設計対象 

○ 庭園部・山林部整備工事実施設計 一式 
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 設計内容 

１）土砂掘削・運搬 設計対象面積  ４１０m2 

 （内訳）ア 法面補修        ６０m2 

     イ 浚渫土・堆積土撤去  ３５０m2 

２）園路補修    １箇所 

３）石造物修理   ３箇所 

４）倒木撤去・運搬 ７箇所 

 

【測量業務】 

②現況地形断面図作成（1/20）    ３１m 

③平面遺構実測図作成（1/20）     ６m2 

④ＳｆＭ三次元計測・図化       ６m2 

 

第４章 作業内容 

第 19 条 作業内容は次のとおりである。 

【設計業務】 

整備工事実施設計 

①名勝九年庵庭園の庭園部及び山林部について整備工事実施設計図書を作成する。 

②実施設計にあたっての作業内容は、以下のとおりである。 

（１）現地調査 

（２）設計条件の整理 

（３）整備内容の検討 

（４）施工計画の検討 

（５）実施設計図の作成 

（６）数量計算書作成 

（７）概算工事費の算出 

（８）工事仕様書の作成 

③整備工事の工種区分は公園工事（園路等舗装工・修景施設整備工・法面整形工・敷地造

成工・伐採工ほか）とする。 

④施工計画の検討には、仮設計画の立案を含むこととする。 

⑤作成する実施設計図は以下のとおりとする。ただし監督員と協議の上変更できるものと

する。また、設計図に必要な既存図面（地形測量図等）については佐賀県が提供する。 

（１）現状図（対象地平面図・断面図） 

（２）仮設計画図（平面図等） 

（３）施工計画図、詳細図（平面図・断面図） 

（４）施工標準図（標準断面図・標準仕様図等） 

 

【測量業務】 

現況地形断面図作成（1/20） 

①調査対象範囲のうち、監督員より指示された箇所について、縮尺 1/20 で断面実測図の作

成を行う。 

②断面図は基本的にエレベーションを単線で図示したものとするが、地表面と地山面の境

界など、補足的な線の加筆も含む。 

③断面図はＣＡＤ（DXF 形式)データで作成し、方眼紙、紙実測図の作成は行わない。 

④数量管理にあたっては、断面側線の平面距離（ｍ）を対象とする。 
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平面遺構実測図作成（1/20） 

①実測にあたっては、作業を円滑に行うため必要に応じて補助点を設定すること。 

②実測にあたっては、以下について留意すること。 

ア 調査区全体にわたって均一な制度を保ち、個々の遺構については、細部にわたって

詳細に図化すること。 

イ 実測図の標高点は、標高値で記載する（ｍ単位で少数第二位（ｃｍ単位）まで表記）

こと。 

ウ 実測図の標高点の密度は１ｍ間隔を基準とするが、遺構部分については、遺構の外

郭線及び中部・下部についても細かく計測し記載すること。 

③実測にあたっては、電子平板の使用も可とする。その場合の成果物は縮尺 1/20 でＡ２方

眼紙へ印刷された図面及びＣＡＤ（DXF 形式)データとする。 

石造物ＳｆＭ三次元計測・図化（1/20） 

①修理対象石造物（層塔）に対し、デジタルカメラの多視点撮影画像を基にしたＳｆＭ三

次元計測を行い、３Ｄ形状復元モデルを作成する。図化にあたっては、３Ｄモデルより

立面投影のオルソ画像を作成し、さらにオルソ画像をデジタルトレースすることで立面

図を作成する。なお、撮影機材は 2000 万画素以上のデジタル一眼レフカメラを用い、撮

影にあたっては、日差しや影など撮影環境を考慮し、明暗など濃淡のムラのない、統一

的な画像を取得すること。 

②画像データについては、現地調査時に写しこんだカラーチャートまたはグレースケール

を基に色調補正を行うこと。 

③図化にあたっては、石の外形・稜線・破損状況、加工痕跡も正確に描写するとともに、

石材相互の組み合わせや積み方などについても詳細かつ正確に描写すること。 

④デジタルトレースにあたっては、③の図化表現に基づき、種類別にレイヤー分けを行う

こと。また、図化に要した画像については配置画像としてリンクさせ、適宜修正可能と

なるようにすること。 

⑤図化は対象石造物（層塔）について縮尺 1/20 とし、ＣＡＤ（DXF 形式)データでの納品

とする。 

 

第５章 検査 

第 20 条 受託者は、作業中及び作業終了後に点検・検査を行い、佐賀県の指示により校正す

るものとする。ただし、本業務終了後といえども成果品に明らかな誤りが判明した

場合、受託者の責任において速やかに訂正を行わなければならない。 

 

第６章 成果品 

第 21 条 納入する成果品は、次のとおりとする。 

（１）実測図一式（図面ケースに収納・一覧表も添付） 

（２）実測図ＰＤＦデータ一式（紙出力・データはＨＤに収納） 

（３）平面遺構実測図デジタルトレースデータ（dxf・dwg・ai 形式） 

（４）（３）の紙打ち出しデータ（A3 判） 

（５）ＳｆＭ三次元計測・図化成果品一式 

①図化データ（DXF 形式）［③オルソ画像をリンク配置］ 

②３Ｄ形状復元モデル 

③層塔立面オルソ画像（JPEG・TIF） 

④①の 1/20 紙図面（各 2枚） 
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（６）整備工事実施設計成果品一式 

①設計図書一式データ（DXF 形式ほか） 

②数量計算書データ 

③特記仕様書データ 

④①～③の紙打ち出し（A3・A4） 

（７）デジタルデータを収納したＳＳＤ 1点 

（８）事業完了報告書 

作業実施状況の管理写真、打合せ整理簿、上記項目の紙成果品を A4 ファイルにまと

め、綴じたもの  ２部 

（９）その他必要に応じて佐賀県が指示するもの 

 

第 22 条 納品場所は、監督員の指示により定める。 

 

第７章 その他 

第 23 条 業務により生じた記録類一切の著作権は佐賀県に帰属する。 

 

 


